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2017年度総会・懇親会 

 
総会（2016年 5月 21日川越市立博物館視聴覚ホール） 

 
総会後の懇親会（どんぐりの木） 

	 本会の最高議決機関である総会が、今年度

は 5 月 27 日（土）10:00 より川越市立博物館

で開催されます。また、終了後には懇親会が

開催されます。会員の方は 4 月はじめに送付

したはがきでご連絡の上ご出席ください。 

（詳細 9面） 

川の一斉水質調査（6月 4日） 

 
入間川初雁橋での採水 

入 間 川

荒

川

上江橋（入間川）
上江橋（荒川）

開平橋

丸山都市下水路

三ツ又沼
西野橋

　川

入

　間
智光山公園

川越公園

川越橋

八瀬大橋

棘橋

雁見橋

伊佐沼

落合橋

釘無橋（越辺川）

菅間堰

入間大橋

出丸橋

小
畔

川

南
小

畔
川

越
辺 川

大

圏谷

央
川

道

御伊勢橋

吉田橋
小畔水鳥の郷公園

野田橋

金堀橋

大穴橋

霞ヶ関駅

鶴ヶ島駅

庚申橋

芳地戸橋

寺橋

田中橋

河南橋

鎌取橋

東 武 東 上 線
川
越 線

関
越
自
動
車
道 西川越駅

的場駅

精進場橋
（小畔川）

精進場橋
（天の川）

北小畔川

川
天 の

天沼橋

東洋大学
旧西門付近

大谷川合流点

工業団地
下水路

川の一斉水質調査2016/06/05

東坂戸団地

山下橋

鎌倉橋

六地蔵
公園横

上奥富用水堰

八幡橋（小畔川）

笠幡駅

本川越駅
川越市駅

川越駅

初雁橋 三日月橋
月吉陸橋観音下橋

八幡橋

新琵琶橋

新城下橋

畳橋

滝の下橋

旭橋

養老橋

共栄橋

九十橋

二枚橋

伊佐沼橋

木野目橋

不老橋
中台橋

東明寺橋

高沢橋

　川

不
老

　川

久

保

治水橋

赤
間

　川

昭代橋

新富士見橋

南古谷駅

九
十
川

新河岸川上流部
（赤間川）

新扇橋
不老川合流点

山田橋
霞橋

釘無橋（入間川）
下流300m

川

新
河
岸

平塚橋

×
×

×

×

×

×

××

7～8（4地点）
今年度未調査・調査不能箇所

5～6（11地点）
3～4（13地点）
0～2（3地点）

COD[mg/L]（31地点中）

×

×

×

×

××

×

 
2016年 6月 5日（日）の実施結果 

	 6 月 4 日（日）午前は、身近な水環境の全

国一斉調査です。川越市内は「川の一斉水質

調査」として、主にかわごえ環境ネットが担

当します。荒川水系と新河岸川水系の 31か所

の調査に参加しませんか。かわごえ環境ネッ

ト会員の有無は問いません。（詳細 10面） 
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【コラム】私のエコ体験（11）肥料袋等による落葉たい肥つくり

 
落葉たい肥 

 
山芋の植土 

 
落葉たい肥鶏糞入り 

 
金網振るい 

	 私たちは生物の命をいただいて生きているこ

とに感謝したい。主に植物、魚、肉など食べま

すが、今回は植物野菜について考えてみました。 

	 野菜がよく育ち、花が咲き、実がなったり、

根を太らせたり、茎や葉の利用、栄養をためて

芋の形にと、その働きには頭が下がります。 

	 野菜が良く育つには良い土が必要です。毎年

同じ土を利用する畑では、堆肥のような有機物

を補充することが大切になります。 

	 畑で生産するものは夏野菜が中心です。 

	 畑のうねには畑用堆肥を入れ、発酵鶏糞や油

粕等を入れ、土に混ぜうねを作ります。 

	 プランター用の土や山芋の植え土、鉢植え用

土には金網振るいで振るったたい肥を入れます。

なお、畑用たい肥には発酵鶏糞を混ぜて袋に詰

める場合もあります。 

	 それでは、落葉たい肥つくり、私のやり方を

報告します。まず空袋、市販プランター土袋、

クン炭袋、発酵鶏糞袋等を利用します。 

	 たらいに落葉を入れ、小枝等を取り出し、湿

度を与え、米ぬかを適当に混ぜ、さらに昨年の

完熟堆肥を少量よく混ぜ、袋に詰めます。 

	 雨に当てないように約 2か月保管し、それを

たらいに出して湿度を確認し、乾いている場合

は湿度を与え、よくほぐし、米ぬかを混ぜ再び

袋に軽く押しつめます。 

	 このとき、畑用堆肥には発酵鶏糞を混ぜる場

合がありますが、約 3か月後には使用可能にな

ります。 

	 なお、生ごみはミミズコンポストにて処理中

です。ミミズ残さは、山芋の肥料に使っていま

す。 

（渡辺利衛） 

 



月刊 かわごえ環境ネット	 2017年 5月号	 No.127 

- 3 - 

【コラム】川越の自然を訪ねて（53）タヌキと私

 
写真 1	 岩殿観音のアライグマ 

 
写真 2	 井の頭公園のタヌキ 

	 川越いきもの市民調査でキツネやタヌキの写

真が必要となり、過去に撮りためたデータを見

直したら、キツネの写真は偶然に群馬県の玉原

湿原の帰りに立ち寄った迦葉山の天狗様の寺

（迦葉山弥勒寺）で出会った 2枚あったのみで、

タヌキの写真は残念ながら 1枚もなかった。タ

ヌキは何となく身近なほ乳類と感じていたので

意外に思った。 

	 川越でのタヌキとのかかわりあいは 25 年前

頃、夜間にタヌキが道路を横断しようとして自

動車事故が何件かあり話題になった時期に、道

路のわきにタヌキの死体を見て、きっと林から

畑へ行こうとして車にひかれてしまったと哀れ

に思ったことがはじめかもしれない。 

	 1990年ごろは、都会でのタヌキの生息が話題

となり、渋谷と吉祥寺を結ぶ井の頭線沿線の側

溝など電車からの目撃情報があり、私も沿線の

すぐそばを流れる神田川でタヌキにであったこ

とがある。神田川も上流のほうでは川底も側面

もコンクリートでかためられ、河床から道路ま

で 10m弱の高さがあり、まるで大きな排水溝に

しか見えない。側面のところどころに雨水用の

排水管の口が大きく開いている。その口の前で

一頭のタヌキがこちらを見てたたずんでいた。1

〜2 分して、タヌキは大きな口の中に消えて行

った。人間の作った地下の大きなネットワーク

を人間の知らぬ間に生活の場にしているタヌキ

の生活力に感心させられた思いだった。その何

年か後に「平成狸合戦ぽんぽこ」（スタジオジブ

リ作品）が公開され、この映画では里山タヌキ

と都市近郊の開発事業の対立が面白おかしく描

かれていて当時はたいへんな人気だったし、タ

ヌキが夜な夜な現れる宿として群馬県の宿がや

はり大にぎわいの状況だった。 

	 そのころは、失われゆく里山の自然の価値の

再発見の時代と言えるかもしれない。都会の生

活の中で自然とのふれあいが見直され、さまざ

まな自然保護活動、アウトドア、山ガールなど

が定着してゆくときだったように思う。 

	 それから 10年ほどして、寺尾調整池でタヌキ

の一家が子育てをしていたのを見たのが最後の

タヌキの思い出となった。 

	 さて、問題のタヌキの写真はというと、いつ

でもどこでもというわけにはいかない。たまた

ま東京上野に行く用があったので、上野動物園

か科学博物館にはく製があるかもしれないと思

い、動物園の方は人ごみがはげしいのであきら

め、科学博物館で探すことにした。ところがア

ライグマ、アナグマ、キツネなどのはく製はあ

るものの肝心のタヌキのはく製が見つからない。

ボランティアの人に聞いても 2階のどこそこに

あるかもしれないという返事で指定されたとこ

ろへ行っても見つからず、結局は空振りに終わ

った。 

	 次に、暇ができたので埼玉こども自然動物公

園に向かった。ここなら柵ごしでも写真が撮れ

るだろうと期待していたのだが、前回のことも

あるので念のため入口でタヌキの飼育をしてい

るか聞いてみると答えは“NO”、しかたがない

ので近くの埼玉県平和資料館へと足を向けた。
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立派な館内を一通りめぐり、さらに岩殿観音へ

いく。観音様にお参りをし、境内で写真を撮っ

ているとジョウビタキが一羽、オレの縄張りだ

ぞと言わんばかりに灯籠の上で鳴いている。ジ

ョウビタキにもカメラを向け、一段落したとこ

ろでさて帰ろうとしたところ。脇のやぶから 2

頭の小動物が現れた。一瞬、タヌキかと思い、

観音様に祈った甲斐があった。何枚か写真にお

さめ、本当にタヌキかあるいはアライグマか判

別がつかないのでじっくりと見ていると、ほか

の参拝客の気配を感じ 2頭はやぶの中に消えた。

後日、先輩の方にタヌキの写真を撮ったとその

写真（写真 1）を見せるとウーンとうなって返

事が返ってこない。しかたがないので再度タヌ

キ写真の撮り直し。 

	 今度は智光山公園のこども動物園。とその前

にたまたま吉祥寺に行く用事があったので帰り

に井の頭動物園に寄った。まず、タヌキの飼育

の確認をし、午後の 2時ごろに入園。さっそく

タヌキのいるところへ向かう。タヌキは気持ち

よさそうに眠っていたが、私には衝撃的な事実

が突き付けられた。丸まっているので足の裏が

よく見えるのだ。真っ黒い肉球がはっきりと見

える。イヌ科のほ乳類であるタヌキは、犬と同

様の足で肉球がある。対してアライグマはイタ

チ目アライグマ科でかかとと指がある。残念な

がら岩殿観音の小動物はヤブに消えるとき、チ

ラッとかかとをみせたのを思い出した。 

	 寝ているタヌキを撮っても仕方ないので同園

の中にある北村西望彫刻館で長崎平和記念像な

どを鑑賞し、再度タヌキの前に行くとタヌキが

元気に歩き回っている。これでやっとタヌキの

写真（写真 2）が撮れ、帰路に着くことができ

ました。 

	 身近にある自然でもいかに見ていないか、あ

るいは自然と出会うことがいかに難しいことな

のかを感じた 3週間のてん末でした。 

（松永裕一） 

【報告】かわごえ環境ネットの活動

講座「かわごえの生き物をたずねて」報告 自然環境部会

 
生物多様性の講座  

野外の自然観察 
 

ペイルブルーのヤマエンゴサク 

	 この講座は環境政策課が 5年前から実施して

いて、今回は 3月 25日（土）に川越水上公園で

行われました。生物多様性保全という言葉が登

場し始めて、政策・施策にも使われるようにな

りましたが、いまいち市民に理解されていない

のではないか、ということから始まりました。

この講座の副題も「生物多様性について考えよ

う」とあります。 

	 当日前半は室内で、牧野彰吾氏の“ランクの

ついた生物たち”という講座でした。生物多様

性をおびやかすとしての外来種には例えばアレ

チウリがありますが、これはつる状に次々伸び

て他の植物を覆いつくしてしまいます。そうな

るとこれまで下で生息していた生き物は滅びて

しまいます。このように爆発的に増えて他の種

を駆逐してしまうものを“侵略的外来種”と呼

んでいます。動物ではアライグマが急激に増え、

様々な被害を及ぼしています。これらと対極に

あるのが絶滅危惧種とよばれるもので、生息地

を狭められています。他には古来から日本に生
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息している“一般在来種”、外来だが普通に定着

している“一般外来種”などのお話でした。ま

た、最近登場してきた緊急対策外来種で「ナル

トサワギク」の話題がありました。これは年中

花を咲かせ種をとばすまさに、“コンビニ営業”

の外来種で、埼玉でもどんどん増えているそう

です。川越での発見第一号はどこになるのでし

ょうか。 

	 後半は、水上公園の河畔林を鈴木圭治さんの

案内で観察しました。風はヒンヤリですが、日

差しは暖かく、ヤマエンゴサク、アマナなど美

しい春の使者を満喫しました。  （賀登環）

緑のカーテン推進事業 社会環境部会

 
講習風景 

 
苗の配布

	 川越市と協働で実施している平成 29 年度の

緑のカーテン推進事業による苗の無償配布と育

て方の説明会は、社会環境部会のメンバー4 名

と市の担当者による設営の下に 4月 20日（木）

14時から川越市役所 7階のホールを会場として

実施しました。例年 4月末から 5月早々に 2つ

の会場で実施してきましたが、今年は苗の成長

が速いこともあって日程を早め、会場も 1か所

にしたものです。 

	 当日は、あらかじめ参加申し込みのあった 52

名の一般市民の方を対象に、毎年苗の育成と講

師を務めておられる井口会員から、映像と資料

を使ってパッションフルーツやアピオスの育て

方の説明がありました。参加者からは質問も多

く寄せられ、メモを取りながら熱心に聴講して

おられました。説明会に引き続いて、参加者に

はパッションフルーツとアピオスの苗各 1鉢と

オカワカメの地下茎が部会のメンバーと市の担

当者から手渡され、お持ち帰りいただきました。 

	 苗を袋に詰める際には、作業を手伝う方も出

て、和気あいあいとみなさんが活動の参加者と

なった会場の雰囲気でした。なお、ゴーヤの苗

も配布する予定でしたが、今年は播種床の地温

が上がらなかったせいか、種子の発芽が思わし

くないので配布するのは休止し、市が保管して

いた種子の配布としました。南方産の植物は発

芽も地場で栽培している野菜とは少々違うよう

です。一方でパッションフルーツの苗の伸長は

例年になく旺盛で、どれも 50cm 以上に育って

いました。沢山の南方産の植物の苗をここまで

に育てるのは大層な苦労で、井口会員は昨年の

8 月に親株から 1 節付いた約 150 本の穂木を採

って小鉢に挿し木し、冬の間は家の中に取り込

んで、潅水と施肥を欠かさずに管理してきまし

た。 

	 その中よりサイズと元気な苗を選んで持ち込

み、お持ち帰りいただいたみなさんには、こう

した苦労も理解いただき、夏には見事な緑のカ

ーテンに育てていただきたいと思います。 

	 苗を配り終えても井口さんを囲んで熱心に質

問する方が多く、なかなか解放していただけな

い状況で、夏には期待どおりの姿に成長してい

ることでしょう。 

	 なお、部会としては、この活動が個人に負担

をかけ過ぎとの評価もあり、次年度は穂木を採

って苗に育てる実演講習等の方式への切り替え

を検討しているところです。 

（社会環境部会代表	 板野徹） 
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【報告】会員・地域の活動

地球環境を汚さない画期的な種消毒を体験 かわごえ里山イニシアチブ

 
乾燥種もみの温湯消毒の様子 

 
消毒後の種もみと記念撮影 

	 3月 23日、やっと訪れた芽吹きの春。 

	 今年も、生きものを育む田んぼから黄金の稲

穂を恵んでもらうための準備をした。 

	 苗になってもらう前の 4kg×2 の乾燥種もみ

は、まず 60℃の 150リットルお風呂に 7分間入

ってもらい、そのあと冷水に浸かってもらう。 

	 病原菌と害虫の防除のためである。 

	 従来、この種もみの消毒には国が指導した薬

剤が使われていて、その使った後の廃液は川に

流して処分したが、これが恐ろしく環境を汚染

していたそうだ。 

	 そこで、その汚染を解決すべく国が億単位の

予算を組んで研究開発機関に委託したが、なか

なか開発できず頭を悩ませていた。 

	 そこに、NPO法人民間稲作研究所の稲葉光國

先生が研究開発した、全く環境に害のないお湯

と水とを使ったこの方法を無償で提供してくだ

さった。 

	 今や国は、この方法を推奨して普及している。 

	 長期の歳月をかけ開発した貴重な方法を、人

類のため地球環境のためと何の見返りもなく提

供できる稲葉先生は、全く尊いお方であるとた

だただ頭が下がるばかりである。 

	 そして、私たちもその知恵をありがたく使わ

せていただいて病害虫にやられない元気な苗が

育つことを心待ちする。    （内田聖美）

 

Earth Day Tokyo 2017「アースデイ 1,000人子ども食堂」などで賑わった 2日間  
	 17回目を迎えた「アースデイ東京 2017」が、

4月 22日（土）・23日（日）の両日にわたって、

代々木公園を会場に開かれました。天候に恵ま

れ、3大テーマの「希望ある農と食」「希望ある

経済」「希望あるエネルギー」をともに考えるイ

ベントとトークが繰り広げられました。 

	 今年の幕開けは、曹洞宗の鶴見総持寺の僧侶

たちの祈りの舞台で始まり、近くに「アース禅

堂」も設けられ、若い僧侶の解説で「禅と瞑想」

の実践に足をとどめる多くの人がいました。 

	 また、「1,000人こども食堂」が設営され、都

内や近県での同じような企画の PR チラシも用

意されていました。また、メインステージのト

ークに長谷部渋谷区長が登壇し、渋谷区では「こ

どもテーブル」と名付けて、「こども食堂」だけ

でなく、勉強の手伝いや世代間交流などの「こ

どもがイキイキとなる」企画を区民とともに展

開している実例を紹介しながら、これからの抱

負を熱く語りました。また親子連れが楽しめる

「ベビーアースデイ」で、自然育児友の会を中

心に 13団体が参加、子育て相談や絵本読み聞か

せや歌など、いろいろと用意されていました。 

	 イベント広場のメインステージでは、加藤登

紀子さんも登場、FUNKISTとのセッションや、
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LoveFarmers との賑やかな舞台で、豊かな農村

と平和への願いを訴えていました。また、午後

は、トークテントで、雨宮処凛さんとの「一億

総貧困時代」をテーマに対談、貧乏と貧困の違

い、孤独化で貧困ビジネスの餌食になっている

実態をどう解決してゆくのかと訴えながら、時

間切れで参加者の共感の拍手で終わりました。 

	 そのほか「みんなが始められるシビックエコ

ノミー」「ガンバレ!こども食堂」「100億円ソー

ラーシェアリング」「エディブルシティの始め

方」などの興味あるトークが用意されました。 

	 また、渋谷側のテントでは、「土と平和の春の

宴 2017」と題して、多彩なグループが、演奏し

たり対談をしたりと、地球環境への熱い思いを

訴えていました。「生きたい人生を生きる!暮ら

しのメソッド“半農半 X”」「幸せの経済学～経

済を変えれば世界は変わる!」などがありました。 

	 23日の晴れあがったメインステージでは、迫

力あるバンド「渋さ知らず」が演奏、舞台のパ

フォーマンスと聴衆の手拍子が代々木の森にこ

だまして圧巻でした。また、自由の森学園の生

徒らによる「岩手のさんさ踊り」と大合唱は、

次代を担う若い人らのさわやかな舞台で、参加

者の大きな拍手を受けました。 （武田侃蔵） 
編者注：川越では 1999年より毎年「アースデイ・イン・
川越」を開催しており、現在は、蓮馨寺を中心とした「昭

和の街」界隈で 10月第 1日曜日に開催しています。 

 
曹洞宗僧侶の禅と祈りで 

 
こども食堂で熱く語る長谷部区長 

 
こども食堂の PRチラシが 

 
会場を埋め尽くしたテント 

 
国際色豊かなコーナーが 

 
加藤登紀子さんも登場（中央） 

【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

	 4月 12日（水）9:00-12:20に第 1回事業運営

委員会と第 1回理事会、4月 26日（水）9:00-1

2:00に第 2回理事会を開催しました。 

	 総会議案書の作成を中心に審議を行いました。

主な議事は次のとおりです。 

①総会議案書の作成を行い、理事会として内容

を承認しました。会則の一部改正を行うことに

なりました。5月上旬を目途に最終調整を行い、

内容の確定後に会員に送付します。 

②6 月 4 日（日）に実施する「身近な水環境の

全国調査」について、前年と同様の要領で実施

することとしました。総会前の時間に、川越市

立博物館で説明会を開催することにしました。 

③エコプロダクツ川越 2017 の出展内容を確認

しました。昨年の共同出展者には、順次意向を

確認することにしました。 

④第 16回かわごえ環境フォーラムは、「かわご

えカフェ」を実施する方向で会場を検討しまし
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た。来年 2月 25日（日）にウェスタ川越で開催

する予定です。 

⑤2 月 25 日（土）の第 15 回かわごえ環境フォ

ーラム午後の部で実施した、川越市環境行動計

画「環境に配慮した行動チェックシート」の実

施結果が報告されました。66名に 5点「常に／

すでに実施している」、3点「かなり実施してい

る」、1点「ある程度実施している」、0点「実施

していない」、「該当しない／分からない」を対

象外として回答してもらいました。 

	 200点満点の平均は 90.0点、最高は 168点、

最低は 27点、「該当しない／分からない」項目

を対象から外して算出した得点率は 47.1%、最

高は 84.0%、最低は 22.8%でした。 

	 40 項目のうち、平均点の最も高いのは「29.

たばこを吸わないようにしている」「33.ごみの

ポイ捨てをしないようにしている」の 4.8点（満

点は 5点）、最も低いのは、「26.湧水地に関する

調査や清掃などの保全活動に参加している」の

0.4点、次いで「2.太陽光、太陽熱、バイオマス

などの再生可能エネルギーシステム・機器を購

入または使用している」の 0.7点でした。 

	 なお、同計画はまだインターネットでは公開

されていないが、公開準備を進めているとのこ

とです。 

⑥4月 12日までに個人会員 2名が加入し、同日

現在の会員は、個人 123、民間団体 29、事業者

25、行政 1の 178会員となりました。（小瀬博之） 

社会環境部会

	 4月例会が、4月 14日（金）福田ビル 3階会

議室において 11 名の出席のもとに開催されま

した。 

1.人事異動 

事務局担当の山本陽二さん、馬渡開さんが紹

介されました。 

2.報告事項 

	 部会代表から、2017年度収支予算案と前年度

決算額について報告がありました。 

3.協議事項 

①郊外クリーン活動について 

	 7月 16日（日）やすらぎの里を中心に行う活

動にできるだけ多勢で参加することを申し合わ

せました。注）17日連休のため、ごみ収集車の

依頼は 18日（火）になる。 

②緑のカーテン普及推進について 

	 苗の配布と育て方の説明会は 4月 20日（木）

14:00 市役所 7 階ホールにて行います。50 名の

参加者を募集したところかなり上回る希望があ

りました。なお、今年はゴーヤの苗が不作のた

め、パッションフルーツとアピオスの苗を配布

することになりました。 

③エコプロダクツ川越 2017（7月 23日（日））

への出展参加について協議しました。 

	 部会での参加は、ミミズによる生ごみの堆肥

化、生ごみの減量化、本会の活動展示パネル、

環境家計簿、緑のカーテン、各種発電機による

電気の勉強、ごみ出しマナーの展示を行うこと

にしました。 

	 次回の部会進行は井口さん、投稿原稿は原嶋

さんが担当となっています。 

（社会環境部会代表：板野徹、報告：渡辺利衛） 

 

自然環境部会

	 4 月例会は 14 日（金）福田ビル 3 階にて 10

名の参加で開催された 

1.活動報告 

①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動	

	 4/10（月）16名参加	 新緑観察会	 9:30～12:

30 

②池辺公園定例活動	 4/4（火）	 8名参加	 ア

ズマイチゲ、キツネノカミソリ株数調査 

③キノコ編集会議	 3/29（水）	 8名参加、	 4

/12（水）7名参加	 川越南文化会館（ジョイフ
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ル）13:00～15:00 

④「かわごえの生き物をたずねて」3/25（日）

川越市主催講座スタッフ協力 3名	 川越水上公

園 

2.協議事項 

①次年度の事業計画について 

・メインテーマ検討、主催・共催事業、調査保

全活動、学校支援、県民参加モニタリング調査

など話し合い、ほぼ確定した。総会議案として

提出する。 

・バス利用の研修会は目的地を再度検討する。 

②会計決算報告と次年度予算の検討。備品管理

調査をするので該当者は記載を。 

③コラム「川越の自然を訪ねて」原稿確認など 

（自然環境部会代表	 賀登環）

【予告】かわごえ環境ネットの主催・出展・関連行事

【再掲・トピック①】エコプロダクツ川越 2017共同出展者募集（5月 12日まで）
	 5回目を迎える「エコプロダクツ川越 2017」。

今年の開催日は、7 月 23 日（日）10:00-15:00

開催です。 

	 かわごえ環境ネットは、今年も出展します。

個人会員、民間団体、事業所で「こんな展示、

参加をしてみたい」方はお知らせください。当

日の参加が難しくても、環境に関する展示等は

可能です。ワークショップもできます。もちろ

ん、環境活動への参加募集的なことも。日ごろ

の発表の場として、活用してください。  

	 主催者側の申し込みの期限が 5月 17日（水）

ですので、5月 12日（金）をめどに事務局、ま

たは横山（Tel.049-246-9319）までご連絡くださ

い。行事の詳細は、川越市ホームページ「「エコ

プロダクツ川越 2017」出展者募集」をご覧くだ

さい。

【再掲・トピック②】総会・懇親会（5月 27日）のご案内と会費納入のお願い
	 2017（平成 29）年度総会（5月 27日土曜日 1

0:00-11:30）のご案内と、会費納入についてのお

願いを、本誌と別送でお送りしています。総会

の出欠は、総会通知に同封した返信用はがきを

用いて、4月 28日（金）必着でご連絡するよう

にお願いしていますが、まだの方は至急ご返信

ください。総会終了後（12:00-13:30）に川越市

やまぶき会館そばにある「どんぐりの木」で「懇

親会」（会費 1,500円）を開催しますので、こち

らもぜひご出席ください。 

	 年会費の納入は、個人会員 1,000 円、団体会

員（民間団体、事業所、川越市）は 2,000 円で

す。5月 26日（金）までにゆうちょ銀行の口座

にお願いいたします［口座番号 00180-2-13880

（ゆうちょ銀行以外から振り込む場合は、ゆう

ちょ銀行 〇一九支店 当座 0013880）, 加入者

名：かわごえ環境ネット］。振込方法によって手

数料がかかります。

【トピック③】委員公募

	 委員制を取っているかわごえ環境ネットの 2

つの専門委員会「事業運営委員会」「広報委員会」

の委員を、本会会員を対象に公募します。 

1.広報委員会 

業務：本誌の執筆・編集・印刷・発送、Webサ

イトの運営 

会合：毎月 1回 

	 Microsoft Word による文書の作成・編集、E-

mailのできる方を歓迎します。 

3.事業運営委員会 

業務：本会の全体事業、協働・参画事業等の企

画・運営 

会合：毎月 1回程度 

	 応募・問い合わせは、社会・自然環境部会、
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総会開催時または事務局（環境政策課環境推進 担当）へお願いします。 

【トピック④】「川の一斉水質調査」（6月 4日）参加者募集
	 毎年 6月第 1日曜日に「身近な水環境の全国

調査」を行っています。川越市ではかわごえ環

境ネットが「川の一斉水質調査」として主に担

当していて、今年は 6月 4日（日）午前に行い

ます。本会では、荒川水系と新河岸川水系の 31

か所で水質分析を行っています。市内を流れる

水質は改善されてきて、アユの遡上が確認され

るなど、川の再生や生物の多様性になくてはな

らない役割を果たしています。この機会に川に

触れて川の未来を考えてみませんか。参加でき

る団体・個人の方は、本会総会（5月 27日土曜

日）開催前の 9:30に、川越市立博物館にお越し

いただくか、同日の前に川越市環境政策課（Te

l.049-224-5866）までその旨をご連絡ください。 

 

【トピック⑤】食べる生きもの調査（植物編）5月 20日開催

 
2015年の食べる生きもの調査（植物編）の様子 

（ムラサキツメクサのジャム作り） 

	 かわごえ里山イニシアチブとかわごえ環境ネ

ットの共催で、福田の田んぼ周辺での植物調

査・採取を行います。採取した野草を調理して

食します。 

日時：5月 20日（土）9:30-15:00 

集合場所：髙梨農園（川越市福田 439） 

調理場所：北部地域ふれあいセンター（川越市

山田 1578-1） 

講師：食楽風土（クラフード）林鷹央氏、安田

花織氏 

参加費：小学生 500円、会員・中学生以上 

1,000円、一般 1,500円 

定員：先着 30人 

申込：5月 1日（月）11:00から川越市環境政策

課（Tel.049-224-5866） 

 

会合 
◆広報委員会（2017年 5月度） 

日時：5月 10日（水）9:00-10:00 

場所：ウェスタ川越 2階市民活動・情報コーナ

ー（川越市新宿町 1-17-17） 

＊次回は 6月 7日（水）9:00-10:00同所 

●社会環境部会（2017年 5月度） 

日時：5月 12日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2017年 5月度） 

日時：5月 12日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊両部会とも会員はどなたでも参加できます。 

＊両部会は、毎月第 2金曜日 13:00-15:00, 15:00

-17:00連続開催（次回は 6月 9日（金）同所） 

◆事業運営委員会（2017年度第 2回） 

日時：5月 17日（水）9:00-10:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊次回は 6月 21日（水）9:00-10:00同所 

◆理事会（2017年度第 3回） 

日時：5月 17日（水）10:00-12:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊次回は 6月 21日（水）10:00-12:00同所 

●2017年度総会 

日時：5月 27日（土）10:00-11:30 
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場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

（川越市郭町 2-30-1） 

●懇親会 

日時：5月 27日（土）12:00-13:30 

場所：どんぐりの木（川越市大手町 8-6） 

会費：1,500円（要事前予約） 

 

自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全作業（毎月第 2・第 4月曜日） 

日時：5月 8日・22日、6月 12日・26日（月）

9:30-12:30 

集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

★キノコ学習会 

日時：5月 8日（水）13:30-15:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

★池辺公園定例活動 

日時： 5月 9日・6月 6日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★トンボヤゴ調査 

日時：5月 18日（木）10:00集合 

場所：安比奈親水公園（川越市安比奈新田 140-

1地先） 

問い合わせ：過（Tel.049-246-1155） 

★チョウの調査 

日時：5月 25日（木）10:00集合 

場所：安比奈親水公園 

問い合わせ:過（Tel.049-246-1155） 

★甲虫調査 

日時：6月 10日（土）9:00集合 

場所：今福雑木林 

問い合わせ：過（Tel.049-246-1155） 

 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com）
◎森林公園かんさつ会 

①②5月 3日（水）・5月 4日（木）考える会主

催 

集合・時間：国営武蔵丘陵森林公園南口武蔵管

理センター1階（当会が受付）10:20集合、14:3

0 ごろ終了解散。お弁当持参、雨天決行。双眼

鏡があると便利。筆記具。参加費無料。 

	 野草パトロールを兼ねて動植物の調査を行い

ます。参加頂ける方は、当会までご連絡くださ

い。 

③④5 月 7 日（日）・5 月 17 日（水）考える会

主催 

集合・時間：国営武蔵丘陵森林公園南口（入園

後受付）10:20集合、14:30頃終了解散、入園料

要、昼食持参（レストランもあります） 

	 今回は、園内に生息する動植物の調査を兼ね

てかんさつ会を行います。トンボやチョウも飛

び交う季節です。みなさまの参加をお待ちして

おります。 

⑤6月 7日（水）考える会主催 

集合・時間：国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所

（入園前受付）10:20集合、14:30ごろ終了解散。

入園料要、参加費 200円、お弁当持参、雨天決

行 

	 初夏の公園では、そろそろヌマトラノオの花

やコウゾの赤い実を楽しめる季節です。 

水辺では、サラサヤンマやイトトンボを観察し

ましよう。 

⑥6月 25日（日）公園との共催 

集合・時間：国営武蔵丘陵森林公園南口（入園

前受付）9:50 集合、14:30 ごろ終了解散。入園

料要、参加費無料、お弁当持参（レストランも
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あります）、雨天決行 

	 梅雨の季節、ギンリョウソウの咲く雑木林で

ススキなどに網をはるコガネグモを探しましょ

う。解説は、クモ研究家の新井浩司さんです。 

福原ファームクラブ 
問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 

日時：5月 13日（土）9:30-12:30ごろ 

   6月 10日（土）9:30-12:30ごろ 

場所：明見院（今福 677）近く 

内容：農作業（B級品のお土産付き） 

会費：保険代 100 円、クラブ員 1 家族 1,000 円

（年間） 
2017年度予定表 

月 日 活動内容予定 
5 13 枝豆の植え付け他 
6 10 人参畑の片付け他 
7 8 

随時 
トウモロコシの収穫作業 
トウモロコシの片付け（平日） 

8  休みです 

かわごえ里山イニシアチブ 
問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel.070-5599-2623） 

ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

	 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性育む田んぼの保全を目的に、みんなで連携

して無農薬によるお米作りや生きものの賑わい

を取り戻す活動を行っています。 

◎ストロベリーキャンドルでピクニック 

日時：5月 7日（日）自由集合、自由解散 

 10:00-11:30簡単な田んぼ作業 

 11:30-14:00田んぼでピクニック 

集合場所：CO 江戸かわごえ「初雁の里」田ん

ぼ。車でお越しの方は、髙梨農園（川越市福田

439）に車を置いて田んぼまでおいでください。 

持ち物：お弁当とお飲物、帽子など 

◎食べる生きもの調査（植物編） 

日時：5月 20日（土）9:30-15:00 

場所：髙梨農園、北部地域ふれあいセンター 

（詳細は本紙 10面のトピック⑤） 

◎例会 

日時：5月 20日（土）食べる生きもの調査終了

後（15:00-17:00ごろ） 

場所：北部地域ふれあいセンター（川越市山田

1578-1） 

	 無農薬の稲作りに興味のある方、生きもの興

味のある方など、広く意見を求めるために会員

でない方の参加も歓迎します。6月の例会は 25

日（日）16:00-18:30に南公民館（川越市新宿町

1-17-17ウェスタ川越内）を予定しています。 

◎田植え&有機稲作ポイント研修 

日時：6月 10日（土）9:30-16:00 

集合場所：髙梨農園 

参加費：300円（田植え）、1,000円（研修） 

 午前：田植え実習（ポット苗・マット苗） 

 午後：生きものによる抑草と防除、生育管理

と水管理など 

◎田んぼの生きもの調査（動物編） 

日時：6月 24日（土）9:00～12:00 

集合場所：髙梨農園（川越市福田 439） 

参加費：一般 500円 
今後の主なイベント 

期日 時間 内容 
5/20（土） 9:00-15:00 食べる生きもの調査（植物

編）と野草料理づくり 
6/10（土） 9:00-16:00 田植え&有機稲作ポイン

ト研修・現場＆座学③ 
6/24（土） 9:00-12:00 田んぼの生きもの調査（動

物編） 
7/15（土） 10:00-16:00 有機稲作ポイント研修

会・現場＆座学④ 
9/23（土） 9:30-15:00 稲刈り 
10/14（土） 10:00-15:00 

（受付 9:30） 
会員限定 

収穫祭・・・マコモ収穫お

楽しみ企画､新米おにぎり

など 
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東洋大学小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 

こもれびの森・里山支援隊 http://ameblo.jp/komorebi-satoyama/ 

◎こもれびの森・里山支援隊 森林整備施業 

日時・5月 14日（日）・6月 11日（日）8:30集合

-15:00（解散 16:00）（荒天中止） 

集合場所：東洋大学川越キャンパス 4号館こも

れびの道側入口（川越市鯨井 2100） 

費用：無料 

内容：手鋸、剪定鋏等を用いた小径木の伐採、下

刈りなど。 

持ち物：汚れてもよい服装（長袖、長ズボン）、

靴、手袋（軍手等）、手ぬぐい・バンダナ（ヘル

メットの下に身に付けます）、タオル、飲み物、

弁当など、あれば自前の道具（手鋸、剪定バサミ） 

申込・問い合わせ：5月 14日は開催日 2日前まで

にご連絡ください。6月 11日については申込変更

を変更する可能性があります。 

＊開催案内ブログ：こもれびの森・里山支援隊

（http://ameblo.jp/komorebi-satoyama/） 

＊中止の場合 Twitter で開催当日 6:30 ごろ通知

（https://twitter.com/toyokomorebi/） 

＊報告 Facebook（https://www.facebook.com/kom

orebisatoyama/） 

 

クリーン&ハートフル川越 
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 

①第 1火曜日・第 3金曜日 

（5月から木曜日→金曜日変更しました） 

日時： 5月 2日（火）・19日（金）・6月 6日（火）・

16日（金）13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。 

②第 2日曜日 

日時： 5月 14日・6月 11日（日）9:30-11:00 

	 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

③第 4土曜日（５月はネット総会で中止） 

日時： 5月 27日・6月 24日（土）13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 

	 原則として第 4日曜日 9:00より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（Tel.090-2521-5770）

へご連絡ください。 

①5月 28日（日）9:00-11:00 

	 新赤間川の新琵琶橋から、上流・下流を清掃。

オアシス裏口に分別収集。解散。 

②6月 25日（日）9:00-11:00 

	 新扇橋から旭橋、川崎橋までの河岸川流域の

両岸清掃。旭橋左岸にごみを集めて解散。 

 

小畔川の自然を考える会 
問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 

◎小畔川魚類調査 

日時：5月 21日（日）10:00-12:00 

場所：八幡橋上流 

	 網、ウェダーは貸し出します。気軽に参加く

ださい。 
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公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

◎伊佐沼でバードウオッチング 

（毎月第 2日曜日、小雨決行） 

集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 

持ち物：筆記用具・あれば野鳥図鑑・双眼鏡・

飲み物 

参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険

代・資料代） 

解散：集合場所にて 12:00ごろ 

①5月 14日（日）10:00-12:00 

	 水をたたえた沼にアシの緑が鮮やかです。カ

イツブリは巣作りをしています。バンが鳴き、

サギの群れも南の国から帰ってきました。コア

ジサシの飛来も期待できます。	

②6月 11日（日）10:00-12:00 

	 編者注：詳細は 6月号でお伝えする予定です。 

 

広報委員会からのおしらせ
●川越青年会議所「豊心祭」で環境体験・展示 

	 5月 20日（土）10:00-16:00に川越青年会議所

主催の「豊心祭」（ほうしんさい）がウェスタ川

越で開催されます（参加無料）。この中で、「小

さな川の博物館」として水棲生物のつかみ取り

や川祭りなどの体験をしたり、「触れて体験!川

越の自然」として自然動物をモチーフにしたゲ

ームや展示を通して自然の大切さを学んだりで

きます。詳細は、インターネットで「川越から

繋げよう！豊かな心拡げる豊心祭」で検索を。 

●かわごえ環境ネット会員募集 

	 かわごえ環境ネットは、自然を守りたい、緑

をいっぱいにしたい、川や水辺をきれいにした

い、ごみを減らしたい、歴史的街並みを大切に

したい、環境にやさしい生活をしたい、仕事で

環境問題を考えたい、環境について話し合いた

いなどと考えて活動したい人や団体が、協力し

てこれからの川越のことを考えたり、働いたり、

情報交換をするための組織です。 

	 会員になれば、毎月本紙を郵送でお届けする

とともに、関連するチラシなども同封します。

専門委員会の活動にも参加でき、さまざまな人

的な交流や情報交流ができます。 

	 個人会員は 1,000円、5名以上の団体会員は 2,

000 円で会員になれます。入会についての詳細

は、かわごえ環境ネットホームページをご覧い

ただくか、事務局にお問い合わせください。 

http://kawagoekankyo.net/news/admission.html 

 
かわごえ環境ネット入会案内	 QRコード 

●本紙への原稿投稿を受けつけています 

	 2017年 6月号（No.128，6月 1日ごろ発行）

の掲載原稿は、5月 15日（月）締切です。原稿

と写真は電子データで編集担当共有のメーリン

グリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送

りください。メーリングリストは事前登録が必

要です。未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5階）に提出してください。 

●入稿に際してのお願い 

	 編集をより効率的に進められるよう、入稿の

際に次の事項にご協力いただければ幸いです。 

①所定のテンプレートに入力を 

	 Word形式のテンプレートを用意しています。

そちらを使っていただけると効率的に編集がで

きます。入用の方は広報委員会にご連絡くださ

い（koho@kawagoekankyo.net）。 

②文字の入力方法を統一的に 

	 英数字はすべて半角で入力をお願いします。

「（）」「：」は原則として全角を用いていますが、

英文や時刻表示の「:」は半角を用いています。 

③図表や写真にはタイトルをつけて 

	 読者が状況を把握するのに役立ちます。 
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④画像は添付ファイルで提出を 

	 長辺を「800 ピクセル」程度にサイズを小さ

くした上で、ファイルを別途添付して提出して

ください。Word に貼り付けずにタイトルがわ

かるようにしていただければレイアウトします。 

⑤原稿の入稿期限（毎月 15日）にご協力を 

	 原稿が揃わないと効率よく作業できません。

早期の発行にご協力ください。 

●インターネットでの情報発信 

1.本紙がカラーで見られます 

	 残念ながら会員に送付及び公民館等で配布し

ている紙版は、モノクロの孔版印刷のために画

像がつぶれてしまい、判別がつきにくい状況で

す。本会ホームページでは、バックナンバーを

含めてカラーで本紙 PDF ファイルが見られま

す。鮮明な画像でぜひお楽しみください。スマ

ートフォンにも最適化されています。 

（http://kawagoekankyo.net） 

 
かわごえ環境ネットホームページ	 画面 

2.Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	 本会 Twitter（@kawagoekankyo）は、ブログ

の更新と連動してツイートします。Twitterにユ

ーザー登録してぜひフォローしてください。 

（https://twitter.com/kawagoekankyo） 

3.Facebookページ「いいね！」してください 

	 本会は、Facebookでも積極的に情報発信して

います。かわごえ環境ネットからのおしらせだ

けでなく、イベント等の報告も逐次行っていま

す。Facebookに登録していなくてもご覧いただ

けますが、ぜひアカウント登録を行って「いい

ね！」してください。 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

 
かわごえ環境ネット Facebookページ	 画面 

   
QR ホームページ   Twitter  Facebookページ  

●おことわり 

	 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。 

＜編集後記＞５月はかわごえ環境ネット総会が

開かれます。会員の方々が一人でも多く参加さ

れ、あとの懇親会にもぜひお顔を出して頂ける

ことを期待しております。個人会員は着実に増

えていますが、川越市の豊かな環境像実現への

同志として、お互いがわかりあえる機会をどう

したら作れるか、良い知恵をお寄せ下さい。 

	 来月は「環境月間」です。第一日曜日の４日

が、全国一斉の「河川水質検査」の日です。川

の囲まれた川越市民にとって、水質浄化への不

断の啓発が求められています。	 	 	 	 （TK）
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イベントカレンダー（5月 3日〜6月 24日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	 詳細は個別の記事をご覧ください 

5/3 
憲法記念日 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

5/4 
みどりの日 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

5/5 
こどもの日 
 

5/6 
 

5/7 
◎10:00ストロ
ベリーキャンド

ルでピクニック 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

5/8 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 
★13:30キノコ
学習会 

5/9 
★9:00池辺公
園定例活動 

5/10 
◆9:00広報委
員会 

5/11 
 

5/12 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 
○エコプロダ

クツ川越共同

出展申込期限 

5/13 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

5/14 
◎8:30こもれび
の森・里山支援隊 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

5/15 
○本紙 6月号
投稿期限 

5/16 
 

5/17 
◆9:00事業運
営委員会 
◆10:00理事会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

5/18 
★10:00トン
ボヤゴ調査 
 

5/19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

5/20 
◎9:30食べる
生きもの調査

（植物編） 
◎15:00例会 
（かわごえ 
里山イニシア

チブ） 
5/21 
◎10:00小畔
川魚類調査 

5/22 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 

5/23 
 

5/24 
 

5/25 
★10:00チョ
ウの調査 

5/26 
○会費納入期

限 

5/27 
★10:00総会 
★12:00懇親会 
 

5/28 
◎9:00新河岸川
市内流域清掃 

5/29 
 

5/30 
 

5/31 
 

6/1 
 

6/2 
 

6/3 
 

6/4 
★午前 川の
一斉水質調査 

6/5 
 

6/6 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/7 
◆9:00広報委
員会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

6/8 
 

6/9 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

6/10 
★9:00甲虫調
査 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 
◎9:30田植え
&有機稲作ポ
イント研修 

6/11 
◎8:30こもれび
の森・里山支援隊 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

6/12 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 

6/13 
 

6/14 
 

6/15 
○本紙 7月号
投稿期限 

6/16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/17 
 

6/18 
 

6/19 
 

6/20 
 

6/21 
◆9:00事業運
営委員会 
◆10:00理事会 

6/22 
 

6/23 
 

6/24 
◎9:00田んぼ
の生きもの調

査（動物編） 
◎13:30まち
美化啓発活動 
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